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都内で韓国旅行♪　～前編～

第

回

年のホテル旅館業界の予測②～Ｗｅｂ編

水
利
用
設
備
環
境
衛
生
士

資
格
取
得
を
呼
び
掛
け

水利協

日本イトミック

卓上型電気湯沸器

月額定額プランを開始

サントリー

ビール

「プレモル」をリニューアル

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

カ
ー
シ
ョ
ー
出
展

Ｊ
Ａ
Ｆ

　
コ
ロ
ナ
禍
前
は
、
年
に
１

～
２
回
行
っ
て
い
た
ソ
ウ

ル
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
カ
ジ

ノ
も
い
い
け
ど
一
番
は
お
食

事
。
ケ
ジ
ャ
ン
は
こ
の
店
、

サ
ム
ゲ
タ
ン
な
ら
こ
こ
…

と
、
焼
肉
も
鍋
物
も
行
き
つ

け
の
店
が
決
ま
っ
て
い
て
、

ひ
た
す
ら
食
べ
ま
く
る
。
そ

ろ
そ
ろ
久
々
に
行
き
た
い
な

ぁ
と
思
っ
て
い
た
矢
先
、
幸

運
に
も
韓
国
料
理
通
の
友
人

夫
妻
が
、
コ
リ
ア
ン
タ
ウ
ン

に
連
れ
て
い
っ
て
く
だ
さ
っ

た
。

　
東
京
で
コ
リ
ア
ン
タ
ウ
ン

と
い
え
ば
新
宿
区
の
新
大
久

保
が
有
名
。
２
０
０
２
年
の

日
韓
共
催
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
ご

ろ
か
ら
韓
国
系
の
店
が
増

え
、「
冬
ソ
ナ
」
が
巻
き
起
こ

し
た
韓
流
ブ
ー
ム
に
乗
っ
て

発
展
し
た
そ
う
だ
が
、
都
内

に
は
も
っ
と
古
い
コ
リ
ア
ン

タ
ウ
ン
が
あ
る
と
い
う
。
そ

の
一
つ
、
台
東
区
東
上
野
の

「
キ
ム
チ
横
丁
」
は
、
１
９

４
８
年
ご
ろ
生
ま
れ
た
東
京

最
古
の
コ
リ
ア
ン
タ
ウ
ン
と

い
わ
れ
る
。こ
こ
で
、ま
ず
は

白
菜
の
キ
ム
チ
を
ゲ
ッ
ト
♪

　
そ
の
後
、
近
く
の
精
肉
店

へ
。
お
い
し
そ
う
な
牛
ロ
ー

ス
の
塊
が
あ
っ
た
の
だ
が
、

端
の
方
が
硬
そ
う
に
見
え
た

の
で
、
こ
こ
か
ら
こ
の
辺
ま

で
ほ
し
い
と
言
っ
た
ら
、
何

と
、
言
葉
が
通
じ
な
い
で
は

な
い
か
！
　
韓
国
人
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
暮
ら
す
人
々
に
と

っ
て
、
日
本
語
は
あ
ま
り
必

要
な
い
の
だ
ろ
う
。
そ
こ
は

ま
さ
に
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
要

ら
な
い
韓
国
。
新
大
久
保
が

観
光
名
所
な
の
に
対
し
、
コ

チ
ラ
は
生
活
密
着
型
だ
っ

た
。

　
次
に
訪
れ
た
の
は
、
荒
川

区
三
河
島
の
「
三
河
島
朝
鮮

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
。
１
９
５
１

年
創
業
の
「
丸
萬
商
店
」
を

中
心
に
済
州
島
出
身
の
人
々

が
集
ま
っ
た
そ
う
で
、
こ
ち

ら
も

年
以
上
の
歴
史
が
あ

る
。
こ
ん
な
所
に
お
店
が
あ

る
の
？
と
ビ
ッ
ク
リ
す
る
ほ

ど
狭
い
路
地
を
入
る
と
、
小

さ
な
韓
国
食
材
店
が
数
軒
並

び
、
一
番
奥
に
同
店
が
。

　
こ
こ
で
は
サ
ム
ギ
ョ
プ
サ

ル
用
の
生
三
枚
肉
と
、
ポ
ッ

サ
ム
用
に
ゆ
で
た
三
枚
肉
ブ

ロ
ッ
ク
、
う
ず
ら
の
卵
し
ょ

う
ゆ
漬
け
、
韓
国
産
粉
唐
辛

子
や
サ
ム
ジ
ャ
ン
な
ど
を
購

入
。
…
そ
れ
っ
て
何
？
と
い

う
方
に
、
こ
こ
で
ち
ょ
っ
と

ご
説
明
し
た
い
。

　
サ
ム
ギ
ョ
プ
サ
ル
と
は
、

厚
さ
５
㍉
程
度
に
切
っ
た
豚

の
三
枚
肉
を
、
味
付
け
せ
ず

に
焼
き
、
キ
ム
チ
や
サ
ム
ジ

ャ
ン
な
ど
と
一
緒
に
、
サ
ン

チ
ュ
や
エ
ゴ
マ
の
葉
で
巻
い

て
食
す
料
理
。
一
方
、
ポ
ッ

サ
ム
は
、
三
枚
肉
を
ブ
ロ
ッ

ク
の
ま
ま
ゆ
で
て
か
ら
カ
ッ

ト
。
焼
く
か
ゆ
で
る
か
の
違

い
だ
け
で
、
あ
と
は
サ
ム
ギ

ョ
プ
サ
ル
と
同
じ
だ
。
同
店

の
ブ
ロ
ッ
ク
肉
は
皮
付
き
だ

っ
た
が
、
こ
れ
は
済
州
島
の

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ら
し
い
。

　
サ
ム
ジ
ャ
ン
と
は
、
米
、

も
ち
米
、
こ
う
じ
、
唐
辛
子

な
ど
を
発
酵
さ
せ
た
唐
辛
子

み
そ
コ
チ
ュ
ジ
ャ
ン
に
、
砂

糖
や
ゴ
マ
、
に
ん
に
く
な
ど

を
合
わ
せ
た
、
甘
辛
く
コ
ク

の
あ
る
調
味
料
だ
。

　
う
ず
ら
の
卵
は
、
生
の
青

唐
辛
子
と
共
に
し
ょ
う
ゆ
ダ

レ
に
漬
け
込
ま
れ
て
い
て
、

バ
リ
ウ
マ
。こ
の
青
唐
辛
子
、

そ
の
ま
ま
か
じ
れ
る
く
ら
い

の
辛
さ
。
韓
国
産
の
唐
辛
子

は
、
辛
味
成
分
カ
プ
サ
イ
シ

ン
の
含
有
量
が
少
な
く
、
辛

さ
よ
り
む
し
ろ
甘
み
や
う
ま

味
を
感
じ
る
品
種
が
多
い
の

だ
そ
う
。
だ
か
ら
、
そ
の
粉

唐
辛
子
を
使
え
ば
、
激
辛
に

な
ら
ず
に
料
理
を
赤
く
染
め

ら
れ
る
。

　
商
品
包
装
の
ハ
ン
グ
ル
文

字
で
あ
ふ
れ
か
え
っ
た
店
内

に
い
る
と
、
現
地
に
い
る
か

の
よ
う
な
錯
覚
を
覚
え
て
し

ま
う
。
韓
国
旅
行
気
分
を
味

わ
え
る
、
デ
ィ
ー
プ
な
コ
リ

ア
ン
タ
ウ
ン
体
験
、
続
き
は

次
号
で
♪

　
※
宿
泊
料
飲
施
設
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
。
数
多
く
の
取
材

経
験
を
生
か
し
、
旅
館
・
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
や
メ
ニ
ュ
ー
開

発
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
研
修

な
ど
も
手
掛
け
る
。

　
今
号
で
は
、
前
回
に
引
き
続

き
ホ
テ
ル
旅
館
業
界
の
Ｉ
Ｔ
や

Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
関
す
る
予
測
に
つ
い

て
述
べ
た
い
と
思
う
。
前
号
同

様
に
多
分
に
主
観
が
入
っ
た
内

容
で
は
あ
る
が
、
ご
容
赦
い
た

だ
き
た
い
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」「
Ｄ
Ｘ
」「
デ
ジ
タ
ル

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
強
化
」
と
い

う
三
つ
を
取
り
上
げ
た
い
。

　
ま
ず
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
あ
る
が
、
も

は
や
言
わ
ず
も
が
な
の
レ
ベ
ル

で
あ
る
が
、
「
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ

ｒ
ａ
ｍ
」「
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
」

に
代
表
さ
れ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
の
総
称
で
あ
る
。

　
世
界
全
体
や
ア
パ
レ
ル
小
売

り
業
界
で
は
以
前
よ
り
注
目
さ

れ
て
い
た
が
、
ホ
テ
ル
旅
館
業

界
も
よ
う
や
く
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
注
目

が
集
ま
り
、
対
応
が
始
ま
っ
た

と
い
う
印
象
で
あ
る
。
昨
今
で

は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て

の
存
在
感
が
高
ま
っ
て
お
り
、

若
い
世
代
を
中
心
に
顧
客
を
獲

得
す
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
ツ

ー
ル
で
あ
る
の
で
、
今
年
は

「
宿
泊
業
×
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」
で
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
別
の
機
会
で

も
取
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

　
続
い
て
、
Ｄ
Ｘ
で
あ
る
が
、

２
０
２
１
年
の
時
に
も
取
り
上

げ
た
が
、
今
年
は
さ
ら
に
大
事

な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
そ
う
な
の

で
、改
め
て
挙
げ
て
お
き
た
い
。

　
特
に
人
手
不
足
が
深
刻
と
な

っ
た
今
、
Ｄ
Ｘ
は
解
決
策
の
一

つ
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

目
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
観
光
庁
の
推
進
施
策
と
し

て
も
中
心
の
一
つ
に
据
え
ら
れ

て
い
る
の
で
、
補
助
金
と
あ
わ

せ
て
導
入
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
年

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
た
だ
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
と
い
う
単
語
が
入
っ

て
い
る
通
り
、
単
に
導
入
し
た

だ
け
で
は
効
果
は
薄
く
、
き
っ

ち
り
と
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
改
革

と
セ
ッ
ト
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。例
を
挙
げ
れ
ば
、自
動
チ
ェ

ッ
ク
イ
ン
機
を
入
れ
た
が
、「
ご

年
配
の
方
に
は
人
の
接
客
が
い

る
」
と
い
う
理
由
で
、
有
人
カ

ウ
ン
タ
ー
と
併
用
し
た
結
果
、

ど
っ
ち
つ
か
ず
の
中
途
半
端
な

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
な
り
、
か

え
っ
て
手
間
が
増
え
て
し
ま
っ

た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
最
後
は
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
強
化
で
あ
る
。
今
さ
ら

感
は
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
加

速
度
的
に
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進

み
、
こ
の
流
れ
は
と
ど
ま
る
こ

と
は
な
い
。
集
客
面
に
お
い
て

は
Ｗ
ｅ
ｂ
や
Ｏ
Ｔ
Ａ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
対
す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
強

化
、
採
用
面
で
も
Ｉ
ｎ
ｄ
ｅ
ｅ

ｄ
や
採
用
Ｗ
ｅ
ｂ
に
つ
い
て
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
強
化
が
必
須

で
あ
り
、
も
は
や
デ
ジ
タ
ル
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
し
で
は
宿
泊

業
界
は
成
り
立
た
な
い
状
況
と

な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
改
め

て
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

を
最
重
要
項
目
と
し
て
捉
え
な

お
す
必
要
が
あ
る
。

　
（
ア
ビ
リ
ブ
・
プ
ラ
イ
ム
コ

ン
セ
プ
ト
取
締
役
　

内
藤
英
賢
）

　
　
　
　
　
　
　
＝
隔
週
連
載

プ
レ
モ
ル

Ｅ
Ｈ
Ｗ
Ｄ



　
１
９
４
８
年
創
業
の
電
気

給
湯
機
器
専
業
メ
ー
カ
ー
の

日
本
イ
ト
ミ
ッ
ク
（
東
京
都

墨
田
区
）
は
、
昨
年

月
か

ら
ホ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
タ
ー
デ
ィ

ス
ペ
ン
サ
ー
（
卓
上
型
電
気

湯
沸
器
）「
Ｅ
Ｈ
Ｗ
Ｄ


」

の
月
額
定
額
プ
ラ
ン
を
開
始

し
た
。

　
Ｅ
Ｈ
Ｗ
Ｄ


は
、
ワ
ン

プ
ッ
シ
ュ
で
飲
用
に
最
適
な


度
以
上
の
熱
湯
を
い
つ
で

も
出
湯
す
る
。
最
大
の
特
徴

は
、
特
許
を
取
得
し
た
独
自

制
御
の
「
ス
テ
ッ
プ
ボ
イ
ル

機
能
」
を
搭
載
し
た
点
。

「
本
体
内
部
の
セ
ン
サ
ー
で

温
度
を
検
知
し
て
、

度
以

上
の
湯
温
を
保
ち
な
が
ら
、

段
階
的
に
給

水
を
行
い
、

大
幅
な
湯
温

の
低
下
を
起

こ
さ
な
い
」

と
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
部
次

長
の
谷
本
洋

太
氏
。

　
寸
法
は
、

幅
２
３
０
×

奥
行
き
５
０
０
×
高
さ
４
５

０
㍉
、
本
体
質
量

㌔
（
満

水
時
の
質
量
約

㌔
）
。
一

般
的
な
電
気
ポ
ッ
ト
（
４
㍑

程
度
）
を
３
台
設
置
し
た
時

と
比
べ
て
、
同
じ
貯
湯
量
で

あ
り
な
が
ら
約
３
分
の
１
以

下
の
設
置
ス
ペ
ー
ス
を
実
現

し
た
。

　
旅
館
・
ホ
テ
ル
で
は
、
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
の
給
茶
や
、
ビ

ュ
ッ
フ
ェ
会
場
の
ド
リ
ン
ク

バ
ー
な
ど
熱
湯
を
利
用
し
て

飲
食
を
提
供
す
る
場
面
で
の

活
用
が
見
込
め
る
。

　
今
回
提
供
を
開
始
し
た
プ

ラ
ン
の
内
容
は
、
Ｅ
Ｈ
Ｗ
Ｄ



の
「
製
品
代
金
」
と

「
設
置
費
用
」
を
月
額
３
４

０
０
円
（
契
約
期
間
７
年
）

で
導
入
可
能
な
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
リ
ー
ス
契
約
。
基
本
リ
ー

ス
期
間
中
に
お
け
る
偶
発
事

故
や
、
故
障
に
対
す
る
メ
ー

カ
ー
無
償
保
証
を
セ
ッ
ト
に

し
た
月
や
年
単
位
な
ど
の
決

ま
っ
た
期
間
だ
け
料
金
を
支

払
っ
て
利
用
す
る
サ
ブ
ス
ク

リ
プ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
手

元
資
金
の
確
保
を
進
め
た
い

施
設
が
増
加
す
る
中
、
月
額

定
額
費
用
で
お
湯
が
便
利
に

使
え
る
初
期
費
用
の
か
か
ら

な
い
新
サ
ー
ビ
ス
」
と
谷
本

氏
。

　
月
額
プ
ラ
ン
の
申
し
込

み
、
問
い
合
わ
せ
は
、
日
本

イ
ト
ミ
ッ
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://www.itomic.co.jp
/hot-water-dispenser/

）
。

　
サ
ン
ト
リ
ー
は
２
月


日
、
ビ
ー
ル
「
ザ
・
プ
レ
ミ

ア
ム
・
モ
ル
ツ
」
（
プ
レ
モ

ル
）
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

全
国
で
新
発
売
す
る
。

　
プ
レ
モ
ル
は
、
高
品
質
で

香
り
高
い
欧
州
産
フ
ァ
イ
ン

ア
ロ
マ
ホ
ッ
プ
の
使
用
や
天

然
水
醸
造
な
ど
、
素
材
、
製

法
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
っ
た

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
２
０
０

３
年
の
発
売
以
来
多
く
の
人

に
愛
飲
さ
れ
て
い
る
。
発
売

か
ら

年
を
迎
え
、
プ
レ
ミ

ア
ム
感
は
「
装
飾
的
」
「
重

厚
」
な
も
の

か
ら
、
「
洗

練
」
「
し
な

や
か
」
「
躍

動
的
」
と
い

っ
た
捉
え
方

に
変
化
し
て

い
る
中
、
プ

レ
ミ
ア
ム
ビ

ー
ル
の
プ
レ

モ
ル
の
中

味
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
刷
新
す

る
こ
と
に
し
た
。

　
中
味
は
、穀
皮
を
除
去
し
、

コ
ク
に
寄
与
す
る
た
ん
ぱ
く

質
を
多
く
含
む
「
磨
き
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
麦
芽
」
を
一
部
使

用
し
、
同
社
こ
だ
わ
り
の
製

法
で
醸
造
す
る
こ
と
で
、

「
華
や
か
な
香
り
」
「
深
い

コ
ク
」
を
よ
り
上
質
に
、
一

層
鮮
や
か
に
仕
上
げ
た
。

　
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
、
時
代
に

合
わ
せ
た
「
し
な
や
か
な
上

質
感
」
を
目
指
し
、
装
飾
を

そ
ぎ
落
と
し
た
シ
ン
プ
ル
な

デ
ザ
イ
ン
の
中
に
、
躍
動
感

の
あ
る
タ
ン
ブ
ラ
ー
グ
ラ
ス

の
モ
チ
ー
フ
を
あ
し
ら
っ

た
。
さ
ら
に
、
缶
を
開
け
る

瞬
間
に
湧
き
上
が
る
高
揚
感

に
着
目
し
、
プ
レ
モ
ル
ブ
ラ

ン
ド
を
飲
ん
だ
体
験
を
印
象

づ
け
る
紺
色
の
カ
ラ
ー
タ
ブ

を
採
用
し
た
。

　
３
５
０
㍉
㍑
缶
、
５
０
０

㍉
㍑
缶
、
２
５
０
㍉
㍑
缶
や

５
０
０
㍉
㍑
瓶
、
３
３
４
㍉

㍑
瓶
の
ほ
か
、
飲
食
店
向
け

に

㍑
、

㍑
、

㍑
の
各

樽た
る

生
を
発
売
す
る
。
ア
ル
コ

ー
ル
度
数
は
５
・
５
％
。
希

望
小
売
価
格
は
設
定
し
て
い

な
い
。

　
ま
た
、
プ
レ
モ
ル
樽
生
の

取
扱
店
で
は
、「
神
泡
品
質
」

で
提
供
す
る
店
の
割
合
が
２

０
１
８
年

月
に
は

％
だ

っ
た
が
、

年

月
に

％

ま
で
拡
大
し
た
。
神
泡
品
質

と
は
、
プ
レ
モ
ル
な
ら
で
は

の
こ
だ
わ
り
の
素
材
、
製
法

に
加
え
、
こ
だ
わ
り
の
注
ぎ

方
で
実
現
し
た
「
き
め
細
や

か
で
ク
リ
ー
ミ
ー
な
泡
品

質
」
の
こ
と
。

（１２）第３１５９号 第３種郵便物認可 ２０２３年（令和５年）１月３０日（月曜日）

衛
生
士
登
録
証

　
オ
ー
ブ
ン
ミ
ト
ン
　
小
嶋

ル
ミ
の
小
仕
込
み
製
菓
テ
ク

ニ
ッ
ク

　
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
・
ガ
ス
ト
ロ

ノ
ミ
ー
　
　
能
田
耕
太
郎
著

　
東
京
・
小
金
井
で

年
以

上
、
繁
盛
を
続
け
る
ケ
ー
キ

店
「
オ
ー
ブ
ン
ミ
ト
ン
」
。

そ
の
菓
子
作
り
は
「
小
仕
込

み
」
を
基
本
に
し
て
い
る
。

　
小
仕
込
み
と
は
、
小
ロ
ッ

ト
で
作
る
こ
と
。
こ
ま
め
に

回
数
多
く
製
造
す
る
。
一
見

す
る
と
非
効
率
だ
が
、
お
い

し
く
作
る
こ
と
が
で
き
る
、

新
鮮
な
う
ち
に
菓
子
を
売
り

切
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
生
地

や
ク
リ
ー
ム
な
ど
の
仕
上
が

り
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
お

い
し
さ
を
追
求
し
て
い
く
。

　
同
書
は
、
小
仕
込
み
な
ら

で
は
の
手
わ
ざ
と
マ
シ
ン
に

焦
点
を
当
て
て
、
オ
ー
ブ
ン

ミ
ト
ン
の
プ
ロ
向
け
レ
シ
ピ

を
初
公
開
。
温
か
み
の
あ
る

や
さ
し
い
味
わ
い
の
中
に
香

り
や
口
ど
け
を
作
り
出
す
ノ

ウ
ハ
ウ
や
、
味
を
守
り
な
が

ら
仕
込
み
量
を
増
や
す
方
法

に
も
言
及
す
る
。

　
掲
載
レ
シ
ピ
は
、
パ
ウ
ン

ド
ケ
ー
キ
、
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー

キ
、チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ
ー
キ
、

シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
な
ど
。

　
Ｂ
５
変
形
判
、
並
製
。
オ

ー
ル
カ
ラ
ー
１
４
４
㌻
。
発

行
は
柴
田
書
店
。
定
価
は
２

２
０
０
円
（
税
別
）
。

　
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
（
Ｖ
ｅ
ｇ
ａ

ｎ
）
は「
完
全
菜
食
主
義
」な

ど
と
訳
さ
れ
る
。
あ
ら
ゆ
る

動
物
性
食
材（
肉
、魚
、卵
、

乳
製
品
、ハ
チ
ミ
ツ
、ゼ
ラ
チ

ン
）を
摂
取
し
な
い
。い
ま
や

料
理
界
で
は
、健
康
、ダ
イ
エ

ッ
ト
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
、エ
シ

カ
ル
、
そ
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と

い
っ
た
ど
の
テ
ー
マ
と
も
結

び
付
く
必
須
の
考
え
方
だ
。

　
レ
ス
ト
ラ
ン「
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｏ
」

（
東
京
・
銀
座
）
の
エ
グ
ゼ

ク
テ
ィ
ブ
シ
ェ
フ
で
あ
る
著

者
。
「
動
物
性
た
ん
ぱ
く
質

の
生
産

つ
ま
り
畜
産
や
漁

業
が
も
た
ら
す
地
球
環
境
へ

の
負
荷
に
つ
い
て
考
え
れ

ば
、
肉
や
魚
を
使
わ
な
い
ヴ

ィ
ー
ガ
ン
料
理
は
今
後
の
社

会
に
は
絶
対
に
必
要
で
、
こ

れ
か
ら
の
日
本
で
も
必
ず
求

め
ら
れ
る
」
と
語
る
。

　
同
書
は
、
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
・

メ
ニ
ュ
ー
で
の

の
メ
ソ
ッ

ド
と
そ
れ
に
基
づ
い
た
料

理
、
そ
し
て
季
節
と
テ
ー
マ

に
沿
っ
た
コ
ー
ス
９
本
を
掲

載
。
役
立
つ
自
家
製
調
味
料

や
自
家
製
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
・
チ

ー
ズ
の
つ
く
り
方
を
は
じ

め
、
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
ド
リ

ン
ク
や
デ
ザ
ー
ト
な
ど
も
含

め
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
１

３
０
品
超
を
紹
介
す
る
。

　
Ａ
４
変
型
判
、
並
製
２
３

２
㌻
。
発
行
は
柴
田
書
店
。

定
価
は
５
千
円
（
税
別
）
。

　
日
本
自
動
車
連
盟
（
Ｊ
Ａ

Ｆ
）
は
、
２
月
３
～
６
日
に

千
葉
市
の
幕
張
メ
ッ
セ
で
開

催
さ
れ
る
「
ジ
ャ
パ
ン
キ
ャ

ン
ピ
ン
グ
カ
ー
シ
ョ
ー
２
０

２
３
」
に
Ｊ
Ａ
Ｆ
ブ
ー
ス
を

出
展
。
キ
ャ
ン
プ
や
ア
ウ
ト

ド
ア
に
関
連
す
る
Ｊ
Ａ
Ｆ
優

待
施
設
を
紹
介
す
る
。

　
Ｊ
Ａ
Ｆ
会
員
を
対
象
と
し

て
Ｊ
Ａ
Ｆ
公
式
ア
プ
リ
「
Ｊ

Ａ
Ｆ
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ

リ
」
で
配
信
さ
れ
て
い
る
ク

ー
ポ
ン
の
提
示
で
オ
リ
ジ
ナ

ル
グ
ッ
ズ
が
も
ら
え
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
も
実
施
す
る
。

　
ま
た
、
ブ
ー
ス
内
で
「
ア

ウ
ト
ド
ア
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」

に
回
答
し
た
人
に
は
オ
リ
ジ

ナ
ル
ス
テ
ッ
カ
ー
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
。

ステッカー

　
１
９
９
５
年
の
設
立
以

来
、
肺
炎
な
ど
を
引
き
起
こ

す
恐
れ
の
あ
る
レ
ジ
オ
ネ
ラ

属
菌
の
増
殖
や
レ
ジ
オ
ネ
ラ

症
へ
の
感
染
を
防
止
す
る
た

め
の
方
法
、技
術
を
啓
発
し
、

環
境
衛
生
の
向
上
の
必
然
性

を
伝
え
て
い
る
全
国
水
利
用

設
備
環
境
衛
生
協
会
（
水
利

協
、
東
京
都
台
東
区
）。コ
ロ

ナ
禍
以
降
、
旅
館
・
ホ
テ
ル

な
ど
に
対
し
て
、
「
水
利
用

設
備
環
境
衛
生
士
」
の
資
格

取
得
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
水
利
用
設
備
環
境
衛
生
士

は
、
水
利
協
が
独
自
に
定
め

る
資
格
制
度
で
、
水
利
用
設

備
の
清
掃
・
検
査
・
維
持
管

理
方
法
と
補
償
な
ど
に
つ
い

て
、
衛
生
管
理
の
適
切
な
知

識
と
技
術
を
習
得
す
る
こ
と

で
認
定
さ
れ
る
。
入
浴
設
備

を
有
す
る
宿
泊
施
設
な
ど
で

水
を
利
用
す
る
設
備
の
保
守

管
理
業
務
に
あ
た
る
従
業
員

を
対
象
と
し
て
い
る
。

　
す
で
に
お
よ
そ
４
５
０
件

の
宿
泊
施
設
に
は
有
資
格
者

が
常
駐
。
「
従
業
員
の
衛
生

管
理
に
対
す
る
知
識
と
と
も

に
、意
識
が
向
上
し
て
い
る
」

と
会
長
の
大
熊
久
之
氏
。

　
こ
の
資
格
を
取
得
す
る
に

は
、
水
利
協
が
開
催
す
る
講

習
会
を
受
講
す
る
こ
と
が
必

須
。
講
習
内
容
は
①
水
を
利

用
す
る
設
備
を
起
因
と
す
る

レ
ジ
オ
ネ
ラ
属
菌
に
よ
る
感

染
症
な
ど
の
基
礎
知
識
②
同

設
備
の
清
掃
・
検
査
・
維
持

管
理
方
法
③
協
会
独
自
の
レ

ジ
オ
ネ
ラ
補
償
制
度
、な
ど
。

　
ま
た
、
講
習
受
講
後
に
実

施
す
る
修
了
試
験
の
合
格
者

に
は
資
格
が
与
え
ら
れ
る
こ

と
に
加
え
て
、
カ
ー
ド
サ
イ

ズ
の
「
水
利
用
設
備
環
境
衛

生
士
証
」が
発
行
さ
れ
る
。併

せ
て
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
「
衛

生
士
登
録
証
」
の
発
行
が
可

能
な
こ
と
か
ら
、
「
ロ
ビ
ー

や
フ
ロ
ン
ト
に
掲
示
し
て
、

宿
泊
客
に
安
心
・
安
全
を
訴

求
し
て
ほ
し
い
」と
大
熊
氏
。

　
講
習
会
は
東
京
、
大
阪
、

福
岡
の
会
場
で
定
期
的
に
開

催
さ
れ
る
こ
と
に
加
え
て
、

受
講
者
の
要
望
に
よ
っ
て
は

出
張
講
習
に
も
対
応
す
る
。

　
資
格
の
有
効
期
限
は
５
年

間
。
有
効
期
限
前
に
水
利
協

か
ら
届
く
更
新
講
習
を
取
得

す
る
こ
と
で
、継
続
さ
れ
る
。

　
詳
細
は
、
水
利
協
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス（info@suirikyo.or

.jp

）
。


